
















































































① 412年 竺仏念訳『菩薩處胎經』一箇所（大正蔵 12、p.1038 b）
② 419年 曇無讖訳『悲華経』一箇所（大正蔵 3、p.212 c）
③ 419年 曇無讖訳『菩薩地持経』一箇所（大正蔵 30、p.928 a）
④ 419年 竺難提訳『請觀世音菩薩消伏毒害陀羅尼呪経』一箇所（大正蔵
20、p.36 b）
⑤ 418～420年 佛馱跋陀羅訳『華厳経』二箇所（大正蔵 9、p.489 b、p.748
c）
⑥ 5, 6世紀 竺仏念訳『菩薩瓔珞経』三箇所（大正蔵 16、p.51 c、p.56 a、
p.112 c）
⑦ 7世紀前半 輸波迦羅訳『蘇婆呼童子請経』一箇所（大正蔵 18、p.729 b）
⑧ 648年 玄奘訳『瑜伽師地論』一箇所（大正蔵 30、p.537 a）




































































































































































































稲城選恵 1999 『聖典セミナー 無量寿経』本願寺出版社
石上和敬 2012 「〈悲華経〉の研究：釈迦五百誓願を中心として」学位論文
















平岡 聡 2020 『菩薩とはなにか』春秋社
藤田宏達 2007 『浄土三部経の研究』岩波書店
註
１ 平岡 聡 2020、pp.153-197
２ 金子大榮 1965
３ 「代受苦」検索を実行すると Google では約 3万件がヒットする。
４ 金澤 豊 2021
５ 大慈与一切衆生楽、大悲抜一切衆生苦（『大智度論』大正蔵 25、p.256 b）
『中論頌』第 12章においても「苦」を主題とし、部派仏教の一つ犢子部の主張する
苦の実存的なあり方を 10の偈頌で退けている。
６ 早島 理 1998、1999による解読研究を参照した。
７ 戸田裕久 2010、p.26、石上和敬 2012、p.104






































































２１ 玄奘訳『摂大乗論』（大正蔵 31、p.145 a）真諦訳『摂大乗論』も同じ訳語を採用し
ている。六波羅蜜の一々を 3種に分類して説明する方法は『瑜伽師地論』摂決択分菩
薩地でも採用され、禅定、般若に関しては異なるが、布施と戒と、ここで注目した忍
辱に関しては全く同内容であるという。長尾雅人 1987、p.144（注 1）
３４
